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基地対策 1

基地の概況

市域面積と基地面積及びその割合

　沖縄の米軍基地は、沖縄返還協定、日米安保条約や地位協定などにより全国の米軍基地の約70.3%(専用施設)があり
ます。復帰時において米軍の基地機能を損なうことなく、日米返還協定別表により大部分が引き続き米軍に継続使用さ
れ、また、一部が、自衛隊基地となり、一部は返還されました。その後、日米合同委員会において、米軍基地が一部返還、
整理統合されてきました。
　2013年4月、日米両政府は「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」を公表しました。その中で「2024年
度またはその後に返還される部分」として、本市（約16ha）と北中城村（約7ha）にまたがる「キャンプ瑞慶覧ロウワー・プ
ラザ住宅地区」の返還が示されました。
　また、「県内の他市町村の所在する基地からの移設受け入れ部分」として、浦添市の牧港補給地区の倉庫群の一部と
北谷町のスクールバス関連施設が本市の嘉手納弾薬庫地区の知花地区（約40ha）へ移設されることが示されています。
　【前述の知花地区の約40haについては、「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」の見直しにより、拡張
される事が2021年1月28日の日米合同委員会で合意されています。】
　2016年8月、市長は沖縄県全体の振興発展を図る観点から基地の整理縮小を一歩でも前に進めるため、防衛省、沖
縄防衛局、沖縄市で構成する協議会を設置し、市の基地から派生する課題や市の振興発展に資する事案を検討すること
を前提として、嘉手納弾薬庫地区の知花地区への移設受け入れを表明しています。
　市域における米軍基地の総面積は1,690ha、その内嘉手納弾薬庫地区が802.8ha、嘉手納飛行場が742.5haで、この
2施設で1,545.3ha となり市域内米軍基地の約91%を占めています。
　市域総面積（4,972ha）に占める米軍基地面積の割合は34%、自衛隊基地を含む基地面積は市域の35.4%を占めてい
ます。
　本市の米軍基地の土地所有内訳は国有地が77ha（約4.5%）、県有地が2ha（約0.1%）、市有地が430ha（約25.4%）、
民有地が1,182ha（約70%）、となっており、民有地が大きな比率を占めています。
　「沖縄の米軍及び自衛隊基地（統計資料集）令和5年10月」によると、沖縄県全体における米軍基地（18,666.2ha）に
占める本市の米軍基地の比率は9.1%で東村12.1%、名護市11.6%、金武町11.3%に次ぐものです。ちなみに宜野座村
8.5%、恩納村8.0%、国頭村7.7%となっています。

市域面積は令和6年1月1日現在(国土地理院)  ・  (基地面積は令和4年3月末現在)

区　分 総　面　積
民間地域
面　　積

米軍基地
面　　積

自衛隊基地
面　　　積

面積 ( 米軍基 +
自衛隊基地 )

面積（ha） 4,972 3,213 1,690 69 1,759

割合（％） 100 64.6 34.0 1.4 35.4

施　設　名　称 施設総面積 沖 縄 市 域
施設総面積

沖縄市域施設面積の内訳

国有地 県有地 市町村有地 民有地

嘉手納飛行場 1985.6 742.6 41.0 0.2 2.1 699.3 

嘉手納弾薬庫地区 2627.6 802.8 28.9 0.5 425.4 348.0 

キャンプ・シールズ 70.0 70.0 3.3 0.0 0.1 66.6 

泡瀬通信施設 55.2 55.2 2.4 - 0.1 52.7 

キャンプ瑞慶覧 534.2 17.6 0.7 0.6 1.1 15.2 

陸軍貯油施設 127.7 1.4 0.2 0.2 0.7 0.3 

米軍施設合計 5,400 1,690 77 2 430 1,182 

陸上自衛隊那覇駐屯地白川高射教育訓練場 15.7 11.9 － － 9.0 2.9 

陸上自衛隊沖縄訓練場 57.0 57.0 0.1 － 41.2 15.7 

自衛隊施設合計 73 69 0 － 50 19 

米軍施設と自衛隊施設の合計 5,473 1,759 77 2 480 1,201 

割　合（％） 100 4.4 0.1 27.3 68.3 

令和 4 年 3 月末現在（単位：ha）

注 「０」は表示単位に満たないもの、「－」は事実のないもの。計数は四捨五入によるため、符合しないことがある。
「沖縄の米軍及び自衛隊基地（令和 5 年 10 月）」より



基地対策2

  嘉手納飛行場

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　1,985.6ha　沖縄市域　742.5ha

（2）地　主　数　13,694 人（総数）（※沖縄市域 4,770 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　301 億 6 千 5 百万円（総額）（※沖縄市域 109 億 8 千 6 百万円　※令和 6 年 3 月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　2,700 人（沖縄市民 738 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　第５空軍第 18 航空団

（6）主 要 工 作 物　滑走路（3,689m×91m、3,689m×61ｍ）、駐機場、下水浄化槽、遮音壁、燃料消火装置、保安柵、ほか

（7）主 要 建 設 物　管理事務所、食堂、消防署、家族住宅、病院、小学校、中学校、高校、教会、格納庫、郵便局、ＰＸ、

　　 　　　　　　　変電所、銀行、ボーリング場など

　この飛行場は、沖縄市、北谷町、嘉手納町の３市町にまたがる広大な基地です。1944 年９月、旧日本軍が
中飛行場として開設しましたが、翌 45 年４月、沖縄戦で本島に上陸した米軍は、占領後、直ちに滑走路を全
長 2,250m に拡張しました。1972 年５月の復帰の際には、嘉手納飛行場、キャンプ ･ サンソネ、陸軍住宅地
区が統合され、嘉手納飛行場として提供されました。
　1991 年に、嘉手納基地に展開していた米各部隊が横田基地の第５空軍管轄下の第 18 航空団として再編統合
されたのを契機に、アジア・太平洋地域におけるポスト冷戦時代の地域紛争に、米軍が敏速かつ柔軟に対応す
る拠点基地として機能していると言われています。第 18 航空団は、2002 年８月 15 日より組織の再編成を開
始し、2003 年９月 30 日再編成を完了。その組織は、航空機の飛行運用を担当する運用群、修理 ･ 整備を担当
する整備群、上記の任務を可能にする任務支援群、医療業務を提供する医療群、土木技術業務を担当する施設
群の５群に大別されます。復帰後、米海軍も各地にあった部隊を整理統合し、海軍艦隊活動司令部を嘉手納基
地内に設置しました。その主な任務は、第７艦隊をはじめ太平洋全域の部隊に対してあらゆる物資を補給・支
援することだと言われています。
　嘉手納飛行場には、米空軍所属の F-15 イーグル戦闘機（約 54 機）や RC135 偵察機（約２機）をはじめ
KC135R ストラトタンカー空中給油機（約 15 機）、更には米海軍所属の P3C オライオン対潜哨戒機（3 ～ 10 機）
等、約 100 機が常駐していると言われており、2013 年 11 月には、P3C オライオン対潜哨戒機の後継として、
P-8A が６機配備されました。
　また、米軍が実施する太平洋軍地域安全保障パッケージにより、F-22 戦闘機や F-16 戦闘機が国外から嘉手
納飛行場に展開されており、2017 年 11 月には、ユタ州空軍基地より F-35A ライトニングⅡが展開され、外来
機の飛来が常態化しつつあり、常駐機に加え、これらの外来機による騒音被害などにより周辺住民は負担を強
いられています。
　沖縄における航空管制は、米軍が 1945 年に沖縄を占領して以来独占しており、嘉手納ラプコンが進入管制
を行うことに合意していましたが、2010 年３月 31 日午前０時に日本に航空管制は移管されました。
　また、嘉手納飛行場における海軍駐機場の移転については、1996 年 12 月合意の SACO の最終報告において、
海軍航空機の運用及び支援施設を海軍駐機場から主要滑走路の反対側に移転されることとされ、2003 年 8 月



基地対策 3

  嘉手納弾薬庫地区

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　2,627.6ha　沖縄市域　802.8ha

（2）地　主　数　5,518 人（総数）（※沖縄市域 1,519 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　127 億 1 千 8 百万円（総額）( ※沖縄市域 30 億 1 千 3 百万円　令和 6 年 3 月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　324 人（沖縄市民 77 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　第５空軍第 18 航空団、在沖海兵隊基地司令部

（6）主 要 工 作 物　上下水道、保安柵、駐車場、野積場、雨水排水路、電力線路、中央監視装置、照明装置、消火設備、避難場 ほか

（7）主 要 建 設 物　司令部、管理事務所、家族住宅、検査室、弾薬補修工場、弾薬貯蔵庫、発電所、ポンプ場、浴室、消防署 ほか

　この弾薬庫は、嘉手納飛行場の北側に位置し、沖縄市、嘉手納町、読谷村、恩納村、うるま市の５市町村に
またがる広大な軍事施設です。
　1945 年、米軍の沖縄占領と同時に使用開始されました。1972 年５月 15 日の復帰に伴い、沖縄返還協定Ａ
表によって９施設（嘉手納弾薬庫、比謝川サイト、波平弾薬庫、読谷合同廃弾処理場、陸軍サービス弾薬庫、
知花弾薬庫、嘉手納タカン弾薬庫、嘉手納ボルタック弾薬庫、東恩納弾薬庫）が嘉手納弾薬庫地区として統合
されました。
　この施設の管理は従来、米陸軍によって行われていましたが、在沖米軍の再編に伴い、1978 年７月頃から
陸軍の貯蔵弾薬庫が韓国や中近東に移送されたため、同年 10 月から空軍の第 18 航空団に移管されました。復
帰前、旧知花弾薬庫部分に毒ガスが貯蔵されていたため、大きな社会問題となりましたが、1971 年９月ジョ

に、本市は当該施設の移転について、受入を表明しました。その後、2009 年 2 月の日米合同委員会で、建物
（整備格納庫、食堂、倉庫、保管庫）及び工作物（駐機場、誘導路、駐車場等）について、承認され、2011 年
7 月に工事が開始されております。2016 年 12 月には、施設の提供について日米合同委員会において合意され
ており、2017 年 1 月に移転先での運用が開始されております。
　2022 年 10 月第 18 航空団より、1976 年 9 月 29 日から 40 年以上嘉手納飛行場に配備されている F-15C/D
イーグル戦闘機を段階的に退役させ、近代化計画の一環としてより新しく優れた機体を暫定的に配備するとの
報告がありました。
　本市としては、戦闘機の配備入れ替えに伴って航空機騒音負担が増加しないよう飛行経路等を注視するとと
もに、周辺住民への配慮と安全の確保に留意するよう第 18 航空団へ申し入れをしております。
　2023 年 5 月沖縄防衛局より、鹿児島県鹿屋市に試験配備されていた米空軍無人偵察機 MQ-9 リーパー 8 機を、
期限を定めず嘉手納飛行場へ配備する計画であると、本市へ説明がありました。同機については、2022 年 8
月に滑走路逸脱事案が発生したが、軍事的観点から事故原因については非公表扱いとなっていることから地域
住民は不安を募らせている状況にありました。2023 年 11 月沖縄防衛局より、同機について運用が開始された
と報告があり、同年 12 月に三連協で地域住民への安全確保を最優先するとともに周辺地域への影響を最小限
にすること等を第 18 航空団等へ要請しております。



基地対策4

ンストン島に移送されました。
　本弾薬庫の駐留部隊は、第 18 航空団第 18 整備群第 18 弾薬中隊等で、第 18 航空団のみならず、太平洋戦
域の空軍全体の戦時武器弾薬を貯蔵する任務を負っている重要部隊です。
　2006 年５月の日米安全保障協議委員会において「再編実施のための日米のロードマップ」が発表され、米
軍パトリオット PAC-3 の嘉手納基地配備が位置づけられ、同年 9 月以降、装備品等の移転を開始、同年 12 月
末にはその一部運用を開始しています。
　同施設内には、保安林、倉敷ダム等の県の財産が提供されていますが、キャンプ瑞慶覧内にある泡瀬ゴルフ
場の機能を旧東恩納弾薬庫地区に移設し、2010 年 3 月 1 日にタイヨウゴルフクラブがオープンしました。同
地区の残りの部分についての返還に向けて所要の手続きを取ることが確認され、その後、1996 年 3 月 28 日の
日米合同委員会において、約 110 万㎡の返還が合意されました。関係地主の総意として、自衛隊による継続使
用の要望があり、米軍から返還後の 2006 年 11 月から引き続き陸上自衛隊が覆道式射場及び訓練場施設用地
として約 57 万㎡を使用しています。
　また、2013 年 4 月に「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」において、同施設内の知花地
区へ牧港補給地区（キャンプ・キンザー）から国防省支援機関、また、キャンプ瑞慶覧（キャンプフォスター）
からスクールバスサービス関連施設の移設が示されております。
　2014 年 9 月には、本市に対し、沖縄防衛局より知花マスタープラン（計画施設の用途概要）についての説
明が行われ、2015 年 10 月、防衛副大臣により「嘉手納弾薬庫地区の知花地区」への移設受入に関する要請が
行われました。
　市議会での一般質問等や地域、地権者等関係者の意見を伺ってきた中で、「地域課題の解決に向け具体的な措
置が始まったこと。」「国との協議会が設定され、継続した協議が図られること。」「市の振興発展に資する事案
に対し、防衛省の最大限の協力が得られること。」「沖縄の振興発展、基地負担軽減の観点から、基地の整理縮
小は進められるべきであること。」などの要因により、2016 年 8 月、沖縄市長による移設の受入が表明されて
います。
　2021 年 1 月の日米合同委員会において新たな知花マスタープランが合意され、河川改修計画に伴う形状変
更等による環境面への配慮から、北西方向への施設の拡大や施設配置の変更等が示されています。

  キャンプ・シールズ

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　70ha　沖縄市域　70ha

（2）地　主　数　427 人（総数）（※沖縄市域 361 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　8 億 2 千 9 百万円（総額）( ※沖縄市域 7 億 2 千 9 百万円　令和 6 年 3 月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　112 人（沖縄市民 37 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　在沖米海軍艦隊活動司令部、第 18 航空団第 18 任務支援群

（6）主 要 工 作 物　保安柵、駐車場、テニスコート、電力設備、レクリエーション施設 ほか

（7）主 要 建 設 物　事務所等、食堂、歯科診療所、将校クラブ、家族住宅、隊舎等、機械工場、車庫、警衛所 ほか

　この基地は本市の北側に位置し、西側部分は嘉手
納弾薬庫と隣接する施設です。この施設には、グア
ム島海軍部隊隷下の第 30 海軍移動建設連隊の移動
建設大隊と嘉手納飛行場に本部を置く海軍航空施設
隊の福利厚生部及び海軍印刷サービス部が駐留し
ていましたが、現在は、アジア太平洋地域における
基地の維持管理、周辺諸国への人道支援、インフ
ラ整備等の任務を主としている海軍機動建設大隊

（NMCB）が駐留しており、同部隊の事務所、宿舎、
機材の保管、訓練施設として使用されています。



基地対策 5

  泡瀬通信施設

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　55.2ha　沖縄市域　55.2ha

（2）地　主　数　716 人（総数）（※沖縄市域 614 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　7 億 6 千万円（総額）( ※沖縄市域 7 億 4 千 7 百万円　令和 6 年 3 月末現在）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　0 人（沖縄市民 0 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　在沖米海軍艦隊活動司令部

（6）主 要 工 作 物　保安柵、駐車場、発電装置、アンテナほか

（7）主 要 建 設 物　送信所、倉庫、変電所、警衛所

　米海軍の通信基地である泡瀬通信施設は、中城湾に突き出た小さな泡瀬半島にあります。
　米軍の占領と同時にその一部に飛行場が建設され、戦時中は本土侵攻のための前線基地として使用されてい
ました。終戦後も継続使用されていましたが、1950年頃には、海軍と空軍が各々の通信施設を建設していました。
　1972 年５月 15 日の復帰の際に、泡瀬通信補助施設と泡瀬海軍航空隊通信所が統合され、現在の泡瀬通信施
設として提供施設・区域となったため、米軍の通信・情報機能の中枢基地となりました。それに伴い、1976
年３月に 101 万 4 千㎡が返還、1977 年３月に 78 万㎡が返還、1983 年３月に 6 万 7 千㎡が返還となりました。
復帰前に返還された 64 万 8 千㎡と合わせると、合計 250 万 9 千㎡が返還され、現在の施設面積は 55 万 2 千
㎡となっています。
　返還跡地については、泡瀬土地区画整理事業が実施されており、近年では人口の増加が著しく、新興住宅地
として急速に宅地化が進んでいます。
　基地内には低周波送電部があり、米海軍第７艦隊との交信をはじめ、在沖米海軍の電波送信に重要な役割を
担っています。
　この施設の沖合 500 メートルは、米軍への提供水域となっています。その具体例として、第１水域では沖合
50 メートルでの建設または継続投錨が禁止となっており、第２水域では、米軍船舶の通信に支障を及ぼさない
限り、浚渫又は建設等の工事は制限しないとなっています。
　2023 年 11 月には沖縄防衛局より、米海軍直轄工事（業者発注工事）による同施設護岸の破損及び劣化した
箇所の撤去と改修工事を行ったと報告がありました。

在沖米海軍艦隊活動司令部提供



基地対策6

  キャンプ瑞慶覧

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　534.1ha　沖縄市域　17.6ha

（2）地　主　数　5,193 人（総数）（※沖縄市域 285 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　85 億 5 千 4 百万円（総額）( ※沖縄市域　2 億 4 千 6 百万円　令和 6 年 3 月末現在）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　 2,302 人（沖縄市民 530 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　在沖米海兵隊基地司令部

（6）主 要 工 作 物　保安柵、配電装置、各種競技場、駐車場、ヘリパット、通信ケーブル、ピクニック場ほか

（7）主 要 建 設 物　司令部、中央通信部、病院、消防署、家族住宅、小学校、中学校、高校、ボーリング場、モーター修理工場、将校等宿舎、倉庫ほか

　キャンプ瑞慶覧は、沖縄市、北谷町、宜野湾市、北中城村の４市町村にまたがる広大な基地で、占領と同時
に使用されました。占領当初は、当該地域の一部に飛行場が建設され、敗戦までの間は本土侵攻の前線基地と
して使用され、敗戦後も引き続き米陸軍の物資集積所、モータープール等に使用されていました。中国革命や
朝鮮戦争の勃発等により基地施設の恒久化が進む中で、1950 年代には、宜野湾市伊佐浜の土地を地主や県民
の激しい反対闘争を押し切って、銃剣とブルドーザーによって強制接収し、基地を拡張してきました。
　復帰に伴い、キャンプ瑞慶覧とキャンプ・フォスターが統合され、現在のキャンプ瑞慶覧となりました。
1974 年７月の米軍再編に伴い機能も縮小し、名称も「在沖駐留軍米陸軍」となりました。翌年４月に米陸軍
の基地司令部が牧港補給地区に移転したことに伴い、基地の管理が海兵隊に移管されました。
　1975 年７月にはキャンプ ･ ヘーグから第 12 海兵連隊が、８月にはキャンプ・マクトリアスから在沖海兵隊
基地司令部がそれぞれ移駐し、更に翌 76 年４月には岩国基地から第１海兵航空団司令部が移駐する等、在日
海兵隊の主要基地として今日に至っています。この施設は主に、在沖海兵隊基地司令部のあるバトラー地区、
兵器・器材整備施設及び各隊舎が点在するフォスター地区、第 58 信号大隊が所在するバクナー地区、米軍住
宅が所在するプラザ地区に大別されます。特にバトラー地区については、在沖海兵隊基地司令部をはじめとす
る第１海兵航空団司令部、在日米軍沖縄地域（四軍調整官）事務所が置かれキャンプ・コートニーと並ぶ海兵
隊の中枢機能を有するほか、施設管理、後方支援を展開、実戦部隊が駐留する海兵隊の主要施策を担っています。
　この基地内に所在する泡瀬ゴルフ場については、1996 年３月の日米合同委員会において、本施設を旧東恩
納弾薬庫地区に移設され、タイヨウゴルフクラブとして 2010 年３月１日にオープンしました。
　なお、本市の南の玄関口にロウワー・プラザ住宅地区 ( 家族住宅部分 ) がありますが、1996 年 12 月のＳＡ
ＣＯ最終報告の中において、2007 年度末を目途に米軍住宅地区を統合し、その住宅機能を移設した上で返還
することが合意され、2012 年 4 月の日米安全保障協議会の共同発表において、沖縄で代替施設が提供され次第、
返還可能と示されました。
　そのような中、2013 年 4 月、日米両政府は「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」にて、キャ
ンプ瑞慶覧のロウワー・プラザ住宅地区については、OHC（沖縄住宅統合）下で家族住宅 102 戸をキャンプ瑞
慶覧（キャンプ・フォスター）へ移設することを条件とし、2024 年度又はその後に返還可能とされております。



基地対策 7

  陸軍貯油施設

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　127.7ha　沖縄市域　1.4ha

（2）地　主　数　1,065 人（総数）（※沖縄市域 14 人 令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　15 億 3 千 7 百万円（総額）( ※沖縄市域 3 百万円　令和 6 年 3 月末現在）　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　 120 人（沖縄市民 23 人）令和 6 年 3 月末現在

（5）管 理 部 隊　米陸軍第 10 支援群司令部

（6）主 要 工 作 物　送油管、燃料貯油所、廃油槽、配電装置、消火施設、浄化槽ほか

（7）主 要 建 設 物　管理事務所、倉庫棟、ポンプ室、警護所、監視室、ほか

　この施設は 1945 年から 52 年頃にかけてうるま市、嘉手納町、北谷町、那覇市に建設された各タンクファー
ム（貯油施設）間を、1952 年から 53 年にかけて送油管、いわゆるパイプラインで連結したものです。パイプ
ライン（送油管）は、那覇港湾施設を起点に普天間飛行場、嘉手納飛行場に至る全長約 27km の北上ラインと、
うるま市の天願桟橋を起点に嘉手納飛行場に至る全長 15km の南下ラインがありました。
　北上ラインについては、1974 年１月の日米安全保障協議委員会において那覇港湾施設の全部返還が合意さ
れたことに伴い、那覇港湾施設タンク地区（1986 年返還）の 18 基の代替タンクが金武および桑江（北谷町）
に移設されたことを契機に、完全に撤去されました。

　跡地利用につきましては、キャンプ瑞慶覧地区街づくり懇話会やキャンプ瑞慶覧転用計画検討委員会等を設
置し、調査検討を行っています。1999 年の基本構想に引き続き、2000 年には基本計画を策定しましたが、北
中城村との複雑な行政区域が跨る地区特性など、両市村が一体となった跡地利用の検討を進めることが望まし
いことから、2003 年度から跡地利用統一案に着手し、2004 年度に統一案基本計画を策定しましたが、2006
年５月の在日米軍再編報告やまちづくり三法の改正等、社会情勢の変化に対応した計画の変更を余儀なくされ
ています。
　本市では、返還後の円滑な跡地利用に向け、「沖縄県における駐留軍用地内跡地の有効かつ適切な利用の推進
に関する特別措置法」の返還前の土地の先行取得制度を活用するため、2013 年 12 月に「特定駐留軍用地内土
地取得事業基金」を創設し、2015 年 3 月 31 日、土地の先行取得を行うために、「特定事業の見通し」の公表
を行い、同年より土地の先行取得を進めております。
　2022 年 5 月ロウワー・プラザ住宅地区を岸田文雄首相が視察した際に、返還までの間、当該地区を共同使
用して緑地公園を整備する方針を表明しました。　2024 年 3 月 31 日からは返還に先立ち、「緑地ひろば」の
一般利用が開始されました。



基地対策8

　現在は、嘉手納飛行場に接する地域とキャンプ・レスター、キャンプ・フォスター、普天間飛行場、キャンプ・
コートニー内及びそこに接する地域と、それらの貯油施設を結ぶパイプライン施設からなり、沖縄市、嘉手納町、
北谷町、うるま市、宜野湾市の３市２町にまたがって現存しており、本市部分については、国道 329 号沿いの
民間地域から旧東恩納弾薬庫地区内に送油するラインが残っています。パイプラインは、ジェット燃料、ガソ
リン、ディーゼル燃料等を送油しており、全在沖米軍に対して戦略的な貯蔵燃料支援を提供しています。
　また、2013 年 3 月に米陸軍から運営業務を引き継いだ米国防省兵站局エネルギー環太平洋・沖縄が、石油
業務運営の主な管理者となっております。
　パイプラインに起因する事故は減少しているとはいえ、貯油施設の存在は、油流出事故による環境汚染や施
設周辺に暮らす住民の安全を確保する観点から問題となっています。本市においても、2002 年 11 月に、既に
返還された一部の民間地域から埋め殺しされた油送管の残骸が発見され、この施設跡地のあり方や対策等につ
いて、問題が指摘されています。

 陸上自衛隊那覇駐屯地白川高射教育訓練場

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　15.7ha　沖縄市域　11.9ha

（2）地　主　数　27 人（総数）（※沖縄市域 22 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　6 千 2 百万円（総額）( ※沖縄市域 3 千 8 百万円　令和 6 年 3 月末現在）　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　 0 人

（5）管 理 部 隊　陸上自衛隊第 15 旅団

（6）主 要 工 作 物　テニス場、給水施設、避雷設備

（7）主 要 建 設 物　庁舎、整備工場、倉庫、発電機室、火薬庫、ほか

　この訓練場は、本市の白川地区にある管理地域と、同地域から約 10km 離れた恩納村、および本市の嶽山原
地域に隣接する訓練地域からなっており、ホークミサイル等が装備されています。同訓練地域への進入路につ
いては、嘉手納弾薬庫内の道路を共同使用しています。
　同地域は復帰前まで、米軍の陸軍知花補助施設として使用されていましたが、復帰時（1972 年 5 月 15 日）
に統合され、米軍知花サイト（約 15 万㎡）となり、嘉手納弾薬庫の一部（約 2 万㎡）と共に、共同使用され
るようになりました。1973 年４月に知花サイトが返還されたのを契機に、その大部分（約 15 万㎡）を陸上自
衛隊が使用するようになり、1974 年４月には名称も白川分屯地となりました。
　1977 年 11 月には、共同使用地域の残り部分であ
る嘉手納弾薬庫の一部（約 2 万㎡）と、隣接する嘉
手納弾薬庫の一部（約 1 万 1 千㎡）がそれぞれ返還
となり、陸上自衛隊が使用するようになりました。
1996 年 12 月には、米空軍第 18 航空団の第 18 通
信中隊に使用されていた知花サイトの一部（約１千
㎡）が返還され旧知花サイトについては全部返還と
なりました。しかしながら、この部分については、
土地の有効利用ができないとの所有者の要望もあり、
2000 年４月からは、陸上自衛隊の訓練用地として再
提供され、現在に至っています。



基地対策 9

  陸上自衛隊沖縄訓練場

１．施設概要（令和 4 年 3 月末現在）

２．基地の概要

（1）面　　　積　施設総面積　57ha　沖縄市域　57ha

（2）地　主　数　145 人（総数）（※沖縄市域 145 人　令和 6 年 3 月末現在）

（3）年 間 地 料　1 億 9 千 2 百万円（総額）( ※沖縄市域 1 億 1 千 4 百万円　令和 6 年 3 月末現在）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※沖縄市軍用地等地主会加入者

（4）基地従業員数　 0 人

（5）管 理 部 隊　陸上自衛隊第 15 旅団

（6）主 要 工 作 物　給水施設、通信装置

（7）主 要 建 設 物　覆道式射場、管理棟

　この訓練場は、嘉手納弾薬庫地区内にあり、周辺にはタイヨウゴルフクラブなどの米軍施設や県管理倉敷ダム、
倉浜衛生施設組合のごみ処理施設、及び沖縄市市民農園等が位置しています。
　1990 年６月 19 日の日米合同委員会において、キャンプ瑞慶覧内にあった泡瀬ゴルフ場が移設し、同地区の
残りの部分について返還に向けて所要の手続きを取ることが確認され、1996 年３月 28 日の日米合同委員会に
おいて、約 110 万㎡の返還が合意されました。しかし、関係地主の総意として、自衛隊による継続使用の要望
があり、米軍から返還後の 2006 年 11 月から引き続き陸上自衛隊が覆道式射場及び訓練場施設用地として約
57 万㎡を使用することになり、2007 年１月から建設工事に着手、2008 年 9 月に射場本体工事終了後、小火
器射撃評価システム据付・調整が同年 12 月に完了し、2009 年 1 月 13 日に落成、15 日から使用されています。
　2023 年 1 月沖縄防衛局より、陸上自衛隊沖縄訓練場内に新たに補給処支所等を整備する計画について説明
がござました。本市からは、不安や懸念を払拭するためにも、近隣の住民に対して説明会を開催していただく
よう、沖縄防衛局へ要請しております。



基地対策10

米軍基地から派生する問題（航空機騒音被害）

　本市では、市内での航空機騒音の被害状況について把握するために、沖縄市が設置した 4 か
所（知花・山内・宮里・比屋根）と、沖縄県が設置している 2 か所（北美・コザ）の計 6 か所
に騒音測定局を設置しており、米軍の航空機が発生させる騒音の大きさ等について、24 時間体
制で観測を行っております。令和５年度は計測を始めて過去最多の苦情件数となりました。

■嘉手納基地周辺における離着陸回数及び苦情件数

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

離着陸回数（回） 45,681 47,886 41,993 44,871 48,140

苦情件数（件） 121 69 83 115 487
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ロウワー・プラザ緑地ひろば一般開放

　キャンプ・瑞慶覧ロウワー・プラザ住宅地区は、平成 25 年 4 月の「沖縄における在日米軍施設・
区域に関する統合計画」において返還が示されていますが、令和 4 年 5 月の岸田首相現地視察
を契機に、返還されるまでの間、当該地区は公園施設として共同使用されることとなりました。
　令和 6 年 3 月 30 日には、林芳正官房長官ほか日米両政府関係者が出席して「ロウワー・プ
ラザ緑地ひろば記念式典」が開催され、翌 3 月 31 日から一般利用が始まりました。
　当該施設は国道３３０号瀬ライカム交差点西側に位置し、遊歩道やソフトボール場、東屋、
ベンチ等が整備され、午前 7 時から午後 7 時まで毎日利用でき、市民の憩いの場所となってい
ます。

�

�

�

� キャンプ・瑞慶覧ロウワー・プラザ住宅地区は、平成 �� 年 � 月の「沖縄における在日米

軍施設・区域に関する統合計画」において返還が示されていますが、令和 � 年 � 月の岸田

首相現地視察を契機に、返還されるまでの間、当該地区は公園施設として共同使用される

こととなりました。�

令和 �年 �月 �� 日には、林芳正官房長官ほか日米両政府関係者が出席して「ロウワー・

プラザ緑地ひろば記念式典」が開催され、翌 �月 �� 日から一般利用が始まりました。�

当該施設は国道３３０号瀬ライカム交差点西側に位置し、遊歩道やソフトボール場、東

屋、ベンチ等が整備され、午前 � 時から午後 � 時まで毎日利用でき、市民の憩いの場所と

なっています。�

�

ロウワー・プラザ緑地ひろば一般開放�
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嘉手納飛行場における外来機等の配備及び降下訓練

米空軍による近代化計画の一環として 2022（令
和 4）年 12 月から、嘉手納基地に配備されていた
F-15 イーグル戦闘機の段階的退役が始まり、その
補完として外来機が暫定配備されています。
　これまで国内外の様々な米軍基地から、F-16 戦
闘機、F-22 戦闘機、F-35 戦闘機等が、嘉手納基地
へローテーション展開していますが、それに伴い
航空機騒音への苦情は増加しています。

　また、令和 5 年 10 月には、自衛隊鹿屋航空基
地へ暫定配備されていた無人偵察機 MQ-9 が嘉手
納基地へ無期限で配備されました。

　令和 5 年 12 月には、嘉手納基地において約 3
年半ぶりとなるパラシュート降下訓練が実施され、
以降、令和 6 年 3 月まで 4 か月連続で行われてお
ります。
　パラシュート降下訓練は、SACO 合意により伊
江島補助飛行場での実施が原則となっているため、
沖縄市、北谷町、嘉手納町で構成する嘉手納飛行
場に関する三市町連絡協議会（三連協）では、嘉
手納基地で同訓練を実施しないよう求めています。

　本市としましては、三連協や関係機関と連携を
図りながら、周辺地域の平穏な生活を守るため、
航空機騒音被害や基地負担の軽減に引き続き取り
組んでまいります。

F-35 戦闘機

無人偵察機 MQ-9

パラシュート降下訓練
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沖縄市内における米軍構成員による事件・事故発生状況まとめ（沖縄市調べ）

沖縄市内における航空機騒音等に関する苦情状況

令和 6 年 3 月 31 日　現在
( 単位：件）

令和 6 年 3 月 31 日　現在
( 単位：件）

※区分（項目）の説明

※係数は四捨五入のため、符合しないことがある。

※即応訓練による騒音苦情も含む

１．その他（刑法犯）　：建造物・住居侵入、建造物損壊、器物損壊

２．その他（特別法犯）： 銃刀法違反、大麻取締法違反、麻薬特例法違反

年 度

刑　　　法　　　犯 特別法犯

計凶　　　悪　　　犯　　　　　 粗　　　暴　　　犯　　　　　
窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 交通犯等 その他

殺人 強盗 放火 強姦 凶器準備集合 暴行 傷害 脅迫 恐喝

平 成
25 年 度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 4

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50.0% 50% 0% 100%

平 成
26 年 度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 4

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 75% 0% 100%

平 成
27 年 度

1 0 1 0 0 3 0 0 3 0 0 1 0 0 1 6 1 13

8% 0% 8% 0% 0% 23% 0% 0% 23% 0% 0% 8% 0% 0% 8% 46% 8% 100%

平 成
28 年 度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 4 

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 50% 100%

平 成
29 年 度

0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 

0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 100%

平 成
30 年 度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 7 

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 100%

令 和
元 年 度

0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 6 0 9 

0% 0% 0% 0% 0% 11% 0% 0% 11% 0% 0% 11% 0% 0% 11% 67% 0% 100%

令 和
2 年 度

0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 3 6 0 11 

0% 0% 0% 0% 0% 9% 0% 9% 0% 0% 0% 9% 0% 0% 27% 55% 0% 100%

令 和
3 年 度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 7 

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 14% 0% 0% 0% 86% 0% 100%

令 和
4 年 度

0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 0 1 12 0 16 

0% 0% 0% 0% 0% 6% 0% 6% 0% 0% 0% 13% 0% 0% 6% 75% 0% 100%

令 和
5 年 度

0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 0 0 0 0 6 17 0 26 

0% 0% 0% 0% 0% 12% 0% 0% 12% 0% 0% 0% 0% 0% 23% 65% 0% 100%

合 計
1 0 1 0 0 10 0 2 8 0 0 6 0 0 15 68 3 103

1% 0% 1% 0% 0% 10% 0% 2% 8% 0% 0% 6% 0% 0% 15% 66% 3% 100%

NO. 地　域　名 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 小計 計

1 北

部

地

区

池 原 地 域 16

24

8

32

7

29

43

91

24

53

6

31

11

26

8

25

5

32

22

209

150

553

2 登 川 地 域 4 11 12 15 15 19 15 13 13 129 246
3 知 花 地 域 3 8 5 21 8 1 0 4 11 39 101
4 松 本 地 域 0 5 5 11 3 5 0 0 2 11 42
5 明 道 地 域 1 0 0 1 3 0 0 0 1 8 14
6

中

部

地

域

美 里 地 域 4

24

8

29

28

62

36

109

16

57

13

23

7

14

4

14

11

28

33

66

160

426

7 美 原 地 域 1 2 2 11 11 5 1 2 3 5 43
8 東 地 域 0 3 1 2 1 0 0 0 2 0 9
9 宮 里 地 域 12 8 8 34 12 1 2 1 4 2 84
10 吉 原 地 域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 越 来 地 域 0 1 0 6 0 2 0 0 0 4 13
12 城 前 地 域 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 3
13 照 屋 地 域 2 2 1 3 1 0 0 0 6 2 17
14 仲 宗 根 地 域 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3
15 安 慶 田 地 域 2 4 22 13 10 2 4 3 2 19 81
16 室 川 地 域 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 3
17 住 吉 地 域 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 5
18 嘉 間 良 地 域 1 0 0 3 1 0 0 0 0 0 5
19

東

部

地

域

泡 瀬 地 域 32

45

7

12

31

79

10

35

10

72

7

48

3

16

10

33

2

35

5

44

117

424

20 古 謝 地 域 0 1 8 4 27 22 5 5 17 13 102
21 大 里 地 域 0 0 9 5 7 5 2 1 1 0 30
22 高 原 地 域 6 4 13 6 11 3 2 9 9 17 85
23 比 屋 根 地 域 6 0 18 10 12 6 4 4 5 4 69
24 与 儀 地 域 1 0 0 0 0 3 0 4 1 5 14
25 海 邦 町 地 域 0 0 0 0 5 2 0 0 0 0 7
26

西

部

地

域

八 重 島 地 域 0

14

2

11

0

29

1

69

0

37

0

16

0

10

0

9

0

10

2

163

5

368

27 センター地域 0 0 1 0 0 1 0 0 1 2 5
28 胡 屋 地 域 3 1 16 36 12 6 1 1 1 13 90
29 園 田 地 域 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 3
30 中 の 町 地 域 2 2 3 2 2 0 1 5 3 8 28
31 諸 見 里 地 域 0 4 3 6 2 1 2 1 0 7 26
32 久 保 田 地 域 0 0 0 1 2 2 0 0 1 0 6
33 山 里 地 域 7 1 2 13 5 1 2 2 3 8 44
34 山 内 地 域 2 0 3 5 4 1 1 0 1 98 115
35 南 桃 原 地 域 0 1 1 5 9 3 3 0 0 24 46
36 不明・その他 8 2 7 9 9 3 3 2 4 5 52

合　　　　計 115 86 206 313 228 121 69 83 109 487 1823
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基地関係収入の推移

防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく事業等

区　分
平成 30 年度 令和元年度 

（平成 31 年度）
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

款 補助金等名称

9
国有提供施設等所在市町村交付金（基地交付金） 471,393 489,393 499,039 489,220 509,080 499,167

施設等所在市町村調整交付金（調整交付金） 894,691 894,691 896,541 898,730 935,473 936,471

15

防衛施設周辺整備（３条）（障害防止工事） 254,723 524,983 264,885 317,968 173,605 260,633

防衛施設周辺整備（８条）（民生安定施設整備） 66,533 78,334 59,845 529,382 37,996 93,240

防衛施設周辺整備（９条）（特定防衛施設周辺整備） 595,631 442,320 799,972 641,444 647,087 649,125

ＳＡＣＯ関係特別交付金（特定防衛施設周辺整備） 0 0 0 0 0 0

再編交付金 107,456 62,500 152,412 107,456 107,456 89,147

再編推進事業補助金 915,663 3,756,377 5,672,281 1,275,365 2,406,856 0

防音事業関連維持費補助金 144,640 134,171 119,090 121,665 113,588 122,598

施設区域取得等事務委託金 900 900 900 900 900 1,040

17 提供施設用地賃貸料 1,222,473 1,237,133 1,251,845 1,268,258 1,272,825 1,300,638

21 嶽山原残地補償金 59,503 59,999 60,456 60,456 60,930 60,930

合　計（決算額） 4,733,606 7,680,801 9,777,266 5,710,844 6,265,796 4,012,989

区　分 事　業　名
令和 6年度

予　算　額

３条（防衛施設周辺防音事業補助金） 19,218

1 幼稚園保全更新事業 19,218

８条（防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金） 130,172

1 児童館等整備事業 130,172

９条（特定防衛施設周辺整備調整交付金） 645,634

1 保安灯設置事業 14,445

2 学習等供用施設等改修（補修）事業 30,561

3 道路整備事業（与儀 9号線ほか 2件実施設計業務委託） 10,296

4 道路整備事業（市道胡屋 10 号線ほか 2件整備工事） 52,575

5 街路整備事業（安慶田中線（6工区）歩道部舗装工事） 7,169

6 公園整備事業（吉原公園便益施設整備工事） 15,576

7 公園管理費（公園トイレ改修工事 ( 洋式化 ) 10,809

8 消防車両等維持管理費（高規格救急車・資機材購入費） 37,609

9 消防施設維持管理費（消防庁舎昇降機改修工事） 37,923

10 ミュージックタウン音市場運営管理費 80,183

11 小学校施設保全更新事業（高原小学校屋外運動場改修工事） 154,710

12 小学校施設保全更新事業（宮里小学校昇降機改修工事） 45,660

13 調理場備品購入事業（コンテナ洗浄機） 40,425

14 調理場備品購入事業（配送車両） 7,848

15 こども医療費助成事業 99,845

再編交付金 89,147

1 沖縄市再編交付金事業基金（基金積立金） 89,147

合　計 884,171

（単位：千円）

※令和 4年度まで決算額、令和 5年度は 2月補正後の予算額（繰越分含む）

（単位：千円）

写真：システム食缶洗浄機 

 

周辺対策事業の実施状況 

（１）周辺対策事業とは？ 
 自衛隊と在日米軍は、協力して日本の防衛のための役割を果たしています。この自衛隊と在日米

軍が使用する飛行場、演習場などの防衛施設は、日本の平和を守る基盤となるものです。防衛施設

を安定的に使用していくためには、周辺地域の方々の理解と協力が必要となります。 
 このため、防衛省では「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」に基づき、防衛施設と

周辺地域の調和を図るための「周辺対策事業」を行っています。 
 
＜参考 周辺対策事業の概要フロー図＞ 

 
 
 
（２）特定防衛施設周辺整備調整交付金（9 条）による主な事業 
 
 

 
 

                調理場設備品購入事業         [令和 5 年度] 

＜目的＞ 
経年劣化した学校給食センター内の設備

を更新することで、今後も安定的に学校給

食を安心かつ安全に提供する環境を整備す

る。 
 

＜整備内容（導入施設）＞ 
システム食缶洗浄機 １台（第１調理場） 
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写真：システム食缶洗浄機 
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を安定的に使用していくためには、周辺地域の方々の理解と協力が必要となります。 
 このため、防衛省では「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」に基づき、防衛施設と

周辺地域の調和を図るための「周辺対策事業」を行っています。 
 
＜参考 周辺対策事業の概要フロー図＞ 

 
 
 
（２）特定防衛施設周辺整備調整交付金（9 条）による主な事業 
 
 

 
 

                調理場設備品購入事業         [令和 5 年度] 

＜目的＞ 
経年劣化した学校給食センター内の設備

を更新することで、今後も安定的に学校給

食を安心かつ安全に提供する環境を整備す

る。 
 

＜整備内容（導入施設）＞ 
システム食缶洗浄機 １台（第１調理場） 
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写真：安慶田照屋線（施工前） 写真：安慶田照屋線（施工後） 

写真(横)：消防ポンプ自動車（CD-１型） 写真(前)：消防ポンプ自動車（CD-１型）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           消防ポンプ自動車購入                [令和 4 年度] 

                      市道安慶田照屋線ほか２件整備工事          [令和 4 年度] 

＜目的＞ 
本事業により、地域住民及び近隣学校の児童生徒が安全に利用できる環境を整備する。 

 
＜整備内容（場所）＞ 
 舗装工 A＝930.6 ㎡  区画線工 L=764.3ｍ（市道安慶田照屋線ほか 2 件） 

 

＜目的＞ 
現有する消防ポンプ自動車は購入から 18 年が経過しており、経年劣化による不具合

が度々生じ、出動に支障を来している。 
 このため、本車両の更新を行い、今後も安定的に使用できるよう措置することで、

消火活動及び火災予防啓発活動を行える状況を維持する。 
 

＜購入内容（導入施設）＞ 
消防ポンプ自動車（CD-１型）1 台（沖縄市消防署） 

 

写真：昇降機前 写真：昇降機かご内 

 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜目的＞ 
本事業により、保安灯の改修工事を行い、地域住民の安心安全な生活環境の向上 

に寄与する。 
 

＜整備内容（場所）＞ 
保安灯改修工事（安慶田ほか 28 地区） 

写真：与儀自治会 

                     保安灯設置事業          [令和 5年度] 

写真：胡屋自治会 

        沖縄市立中央公民館昇降機改修工事等整備工事    [令和 4 年度] 

＜目的＞ 
沖縄市立中央公民館の昇降機は、設置より 40 年以上経過し、現行法に対して既存不適格と

なっており、また、今後、供給困難となる部品が生じている。 このことから、本事業を実

施することで、当施設の昇降機の安全性の向上を図り、施設利用者の安全を確保する。 
 

＜整備内容（場所）＞ 
昇降機改修工事 一式（沖縄市立中央公民館） 
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写真：昇降機前 写真：昇降機かご内 
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なっており、また、今後、供給困難となる部品が生じている。 このことから、本事業を実

施することで、当施設の昇降機の安全性の向上を図り、施設利用者の安全を確保する。 
 

＜整備内容（場所）＞ 
昇降機改修工事 一式（沖縄市立中央公民館） 
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写真：配管 写真：一斉開放弁・仕切弁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：運動場（芝） 写真：防球ネット 

         沖縄市立安慶田小学校屋外運動場整備工事     [令和 4 年度] 

＜目的＞ 
  屋外運動場整備後 28 年が経過し、水はけが悪く緑地化が進む屋外運動場を整備 
 することにより、安全な教育環境の向上を図り、児童の屋外における体育授業や学 
校行事を円滑に行うことができる環境を整える。 

 
＜整備内容（場所）＞ 
  芝舗装：2,045 ㎡、防球ネット：L＝108.8ｍ Ｈ＝14.5ｍ、運動場クレイ舗装：4,596 ㎡ 

（安慶田小学校） 
 

        ミュージックタウン駐車場泡消火設備配管工事    [令和 5 年度] 

＜目的＞ 
本施設駐車場の消防設備は、設置から 15 年が経過し、同設備の消火配管や手動起動弁、ス

プリンクラーにおいて経年劣化及び錆による腐食が進行しており、本事業を行う。 
 

＜整備内容（場所）＞ 
泡消火設備配管工事一式（ミュージックタウン駐車場） 
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嘉手納基地を離発着する航空機

基地苦情受付電話
0 9 8 ー 9 3 9 ー 2 6 0 0【電 話 番 号 】

【職員対応時間】 （平日）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

 （平日）午後 5 時 15 分～翌朝 8 時 30 分

 （休日）土曜、日曜、祝祭日
留守番電話
対 応 時 間【　 　 　 　 】

※�勤務時間内については職員が

対応させて頂きます。航空機

の騒音に関する苦情内容につ

きましては、日時、飛行場所、

航空機の種類、うるささ等を

具体的にお知らせください。

F-15C/D イーグル

HH-60 ペーブ・ホーク

P-8A ポセイドン

F-22 ラプター

F/A-18 ホーネット

KC-135 ストラトタンカー

MC-130

RC-135

F-16 ファイティングファルコン

CV-22 オスプレイ

E-3 セントリー

MQ-9 リーパー

F-35 ライトニングⅡ

C-17 グローブマスター

MV-22 オスプレイ


